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≪はばたけ出発式～お花見（野川公園）≫ 

４月１日、新年度の幕開けとなる出発式が行われました。はばたけの外の桜が会場を鮮やかに彩って 
くれました。利用者・職員・家族に新メンバーも加わって大勢が集う雰囲気でしたが、各班の紹介では 
メンバーの個性あふれる自己紹介で、会場を沸かせてくれました。 
 出発式の後、近所のお鮨屋さんやレストランで昼食を楽しんだ後は野川公園へ。満開の桜の下でお花 
見を楽しんだり、桜色に染まって華やいだ園内を散策しました。･･春風を浴びて、気持ちも新たに今年 
度もスタートしていきましょう！ 
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                           ・・本当に突然でした。４月２日に村井さんは旅立ちました。 

                           はばたけの職員として１１年、てすき班・活動班・ 
                           自らの名前の如く、真っすぐに歩み真っすぐに頑張ってきた 
                               私たちは信じています。きっと村井さんは私たちの 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

訃 報 
 去る 4月 2日 職員の村井真さんが膵臓がんのため
逝去されました 
 村井さんは はばたけの代名詞であるバンド『ルー

キーズ』を利用者とともに結成し いろいろなイベン

トでアピールをしたり 行事でもいつも明るく盛り 
上げてくれるムードメーカーでした 
謹んでご冥福をお祈り申し上げるとともに追悼の 
意を込めてこのページを捧げたいと思います 

諸行無常とは言え、あまりに突然のお別れでした。 

日々仕事に追われる中で、あまりゆっくりと仕事以外のことを話す機会はなかったなぁ。 

ひょうひょうとして、はきはきものを言うことはなく、ビシバシ仕事をこなすというタイプでもなく、少しシャイなとこ

ろがあって。でも、それだからこそ村井ファンは、利用者の中にたくさんいました。村井さんは、そういう人

でした。一つの個性がまた一つなくなってしまった、そんなことを実感します。どうぞ、私たちを天上から

見守っていてください。（三浦 ／ 施設長） 

新緑に、真夏の噴水に、紅葉に、北風

の中に、そして満開の桜にきっと村井

さんを想います。（大竹 ／職員） 

 僕が初めて福祉の仕事に携わって、いろいろ教えていただきました。旅行の下見、プロレス

観戦、ルーキーズでのコンサートや、友人のコンサートへ行ったりと、公私共々多岐にわた

り、お付き合いをさせていただきました。 でも、よく仕事帰りに、二人で「一八屋」で飲んだ事

は、忘れられません。どんなに大変なことがあっても、「辛い」とか言った事は一度もなく、やは

りプロレスが好きなだけ不屈の闘志を持っているんだな・・とその都度思わされました。飲んだ

時、初めて「自分の本当の夢は、プロレスラーになりたかったんだ」と聞かされたとき、正直嬉

しかったです。・・いつも励ましてくれた村井さん。天国に行っても、どうか僕たちを見守ってくだ

さい。 （松本 ／ 職員） 

けんに関わってもらって、もう１０年以上になりますね。けんが一番

大変な時期、傷だらけになりながら一緒に乗り越えてくれたこと、

決して忘れません。こんなに早くお別れすることになるなんて残念

で悲しくて仕方ありません。きっと今頃、皆のことが心配で空から

見守ってくれていることでしょう・・・ 

本当にお疲れ様、そしてありがとう。 （まつうら／利用者家族）

１１年間 私達は親子で助けていただきました

今は悲しみと感謝の気持ちで一杯です。 

（しみず ／ 利用者家族） 

村井さんがつくったうたをルーキーズとしてう

たいつづけていきます。村井さんがつくって

くれた曲とともにぼくたちルーキーズもうたい

つづけます。 

（ルーキーズ・ボーカル さとう／利用者） 

２人でてすき班をがんばってやってきたけど、今はかげながら

がんばってやっていきたいと思います。（やしろ/利用者） 

バンドをやってたのしかった。 

グループホームで料理をしてくれてありがとう。 

（きくい/利用者） 
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まるで･･出発式でみんなを見送って安心したかのように･･。 

そしてなかまの家の担当として走ってきた村井さん。 

村井さん、今でも信じられないのが実感です。 

そばにいるんだということを･･。村井さんは、永遠に不滅です！ 
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三鷹阿波踊りに参加して楽しかったです。村井さんは、踊りもカッコよかったよ！

今年、どこかの“連”で踊っている村井さんを探してしまいそうです。（おかだ／利用者家族）

やきそば、サラダ、フライドポテトやミートスパゲティをつくってくれたよ。スープとかもね。 

 朝はウインナーを焼いてくれたよ。ホットケーキも目玉焼きも。村井さんはやさしかったよ。告

別式は村井さんの車が通っていった。また村井さんに会いたいよ。（ゆうかわ/利用者） 
なかまの家で麻婆豆腐をつくってくれました。でも辛くて残してしまいました。

体育館に行ったときに雪が降ってて、雪をよけてくれました。

楽しかったしやさしかった。面白かった。みんなのことをよく見てくれました。

（いいば／利用者）
村井さんの悲報はあまりにも突然で、告別式の日、写真の前に立った時も信じら

れず、気持ちの整理がつかないまま時間が経っていきました。村井さんとの出会

いは１１年前、「アクティビティセンターはばたけ」の前身「はばたけ共同作業所」へ

就職してきた時でした。その頃からよく飲みにいきました。三鷹、高円寺、中

野・・・仕事をする上で考えること、私生活での悩み、希望・・・明け方まで話し、

飲み明かしたこともよくありました。普段物静かな彼が、二人で飲みながら話して

いる時は饒舌で、大好きだったプロレスの話で盛り上がり、屈託のない笑顔を見

せていたのを思い出します。酒の上での失敗も、お互いよくしました。すべてが、か

けがえのない懐かしい思い出ばかりです。村井さん、本当にありがとうございまし

た。村井さんが残した、たくさんの言葉と思い出と胸に、これからがんばって行くし

かないと思っています。心からご冥福をお祈りします。（立野／職員） 

みんなで群馬に行って、村井さんにさよならをしてきました。お父さ

んと握手しました。ルーキーズで村井さんと一緒にやってきてよか

ったです。病院の帰りモスバーガーに行ったこと、ドミンゴでいろ

いろな所に連れてってもらったこと、美味しいピザトーストを朝作っ

てくれたこと。本当にありがとう。（おおさわ／利用者） 

元気で行動的だった村井さんが亡くなった事を今も信じられな

い。しかし、現実は無常に流れ、受けとめなくてはならない。私達

は彼の意志を継ぎ皆を支えていかなくてはならない。それが供養

だと思う。村井さんは全ての人に優しい人でした。ありがとうの言

葉と共に、皆の心に永遠に居ます。 

どうか、皆の事を見守っていて下さい。（本間／職員） 

村井さんはルーキーズでは「ルーキーズのテーマ」や「心にイエス」といった名

曲を創りだすソングライターであり、また阿波踊りでは、意表を突くような!?変身

で華麗に舞う踊り手の筆頭でした。お酒を飲むと「酒は・・純米がいいんだよ

ね・・。」と口癖のように言うのが僕は大好きでした。真っすぐに人生を駆け抜け

た村井さん、毎年夏には・・踊りに来てください！（卜部／職員） 

細やかな心配りで、大変な仕事も厭わず実

直で明るく、全身でみんなとはばたけを支えて

下さった１１年。ずっと一緒に活動したかった

「同い年の頼れるお兄さん」でした。いまも大

切な人を失った悲しみの日が続きます。（こが

／利用者家族） 
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                               新しい利用者の紹介です！ 

                                                        

  さくらが満開の 4月 1日･･･パリッとスーツを着た、緊張気味の初々しい 4名が初通所。今年の春、 

養護学校を卒業してきた社会人 1年生です。4 名ともに養護学校時代に、はばたけで実習をして進路を 

決める際に「ここに入りたい！」と希望してくれました。4人を一度に受け入れるということは施設に 

とっても大きな決断でしたが、それぞれが自分の意志ではばたけを選んでくれたということに大きな 

意味があると考え、希望者 4名全員を迎えました。 

新しい風が吹き込むように、新鮮で明るく賑やかな毎日。卒業をし 

て環境も変化し不安と希望が入り混じる中でも、しっかりと新しい場 

所に立ち馴染もうとしている 4 人と、それを大きな気持ちで迎え入れ 

ている利用者の人たちを頼もしく思う今日この頃です！ 

 

元気をもらえます！ 
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「計量・検品・原料作りをして

部の作業にチャレンジして、てす

か次のステップに進みたい。残業

という頼もしい小笹さん。 
音楽（シンセサイザー･バスマス

ポーツ（ハンドサッカーや陸上）

意欲も好奇心もいっぱいです☆ 
ジャニーズが大好きでコンサート

る行動派。「また今度、友達と行

とガイドヘルパー探しも自分で

す。 

やまぐちさん（てすき班） 
ミキサーを担当する山口さんは、 

いつも明るく、すでにてすき班の 
ムードメーカー。新しい友達も 
できましたが、なんといっても 
同級生の小笹さんとの漫才のような 
掛け合いは、みんなを和ませてくれ 
ます。学校時代からの日課の腹筋 50 
回も昼休みに欠かさずするガンバリ屋。 

「集中して考えて、できるようにしたい。ぜひぜひがんばろ

うかなっと思っています」と元気いっぱいです！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おざささん 
てすき班） 

います。全

きの作業と

もやりたい」

ター）やス

も得意で、

にも出かけ

きたいです」

始めていま
いけださん(ており班) 
 お昼休みにサッカー 
をするのを楽しみに 
している池田さんは、 
ておりの糸を選ぶとき 
もチームカラーを組み 
合わせて、「次はバル 
セロナだ！」と元気に織っていきます。 
身体の調子を整えることも大事な池田さんですが、

「織りも続けたいし、絵も描きたい」とはばたけでの

活動を身体いっぱい楽しんで張り切る姿は、こちらも
3

はまなかさん（ており班） 
 はにかみながらも、少しずつており班に馴染んで

きた浜中さん。できた布でバックを作って、家族に

プレゼントしたいと意気込みます。公園清掃でも、

草取りの仕事が得意で、積極的に取り組んでいます。

もうすぐ出る初めての工賃を楽しみにしていて

「もう何を買うか 
決めているんだ！」 
と教えてくれた 
内訳は…散髪代 
と、トミカと 
コーヒー！ 
かっこいいトミカを 

買ったら見せてくださいね。 
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2 月中旬に約 1 週間ニューヨークに行ってきた。「NPO 障がい者ワーククラブみたか」が主催する初めての海外 

研修である。ぼくは、その事務局長をしていることもあり、理事長のプレゲンズ先生（ルーテル学院大学）と 2 年 

前から計画を練ってきた。といっても、ほとんどをプレゲンズ先生におんぶにだっこで、現地でも金魚の糞みたい 

に付いて行っただけなのだが。「百聞は一見にしかず」というが、プレゲンズ先生が「外から日本を見るのは勉強に 

なります」という言葉が実によく分かった。 

  今回の研修では、いろいろな方との出会いが重なってとても充実したものになった。まず、プレゲンズ先生のつ 

ながりで、St.ジョーンズ教会の方たちのお宅にホームステイすることができた。また、見学先を決めるにあたっては、

秋元先生を偲ぶ会で出会った渡辺さんに、コロンビア大学のマンディバーグ先生を紹介していただき、2 つの地域 

センターに連絡を取っていただいた。ファゥンテンハウスにも連絡できた。そして、ルーテル学院大学と姉妹校と 

なっているコンコーディア大学では、高校生とのＴＶ授業に参加したり、大学生との交流をしたりした。学長とも 

夕食をとりながら懇談することができた。 

  個人的には、自費で有給休暇をとって行ったとは言え、はばたけに来てはじめて 1 週間あまりの休みをいただき、

職場のみんなにも多少なりとも負担をかけてしまったが、とても心地よい忘れられない時間となった。その心地よ 

さの原因は２つあって、一つは、出会った人たちがみんな個性的で、ぼくにとってはとても新鮮に感じられたことだ。

そしてユーモアがある。とくに、女性がみんな生き生きと働いていて魅力的だった。その人の考えていることや思 

いが話の中で見えてくるから、「この人なに考えているんだろう？」なんて思わせる人は、誰もいなかった。もう 

一つは、日本での仕事から解放されたこと。何しろ、自分で決めなくていい日々を送れた。自己決定は疲れるんだ 

なぁと改めて思った。 

  改めて思ったことと言えば、利用者の人たちの気持ちが少し分かったこともある。言葉の分からない外国で、そ 

の日の予定なり行き先なりが分からないととても不安になる。自閉症の人たちってこうした中で暮らしているんだ 

なぁと思った。買い物にしても、通貨のこともよく分からないから、無難なお札で払って小銭ばかりたまる。知的 

障がいの人も同じなんだと思った。とにかく、新しい発見と再確認の連続だった。それもこれも、いつもとは違う 

所に行き、違う人と会ったから。そして、自分の意見や考えを持って、相手に伝える力を持つことが、行った先々 

でとても楽しい時間を持てることにつながると実感した。 

  そしてなにより、すてきな時間を過ごせたのは、みなさんが暖かく迎えてくれたからだ。ばたばたしていて、ホ 

ームステイでお世話になったルーとローズ夫妻にもまだ手紙を書いていないのだが、連休中になんとか書かなくちゃ。

「かわいい」と言ってくれた娘の写真を添えて。                    （みうら あきお） 

 

   

○ イベント情報 ○ 

～ 第 31 回 みたか子どもまつり 開催！！ ～ 

はばたけは今年も子どもまつりに参加します。 

    自主製品の販売、好評のてすき実演、さらにバンド「ルーキーズ」も登場！ 

    ぜひ会場に足を運んでください。 

 

      日 時 ： 5 月 18 日（日） 10：00～  ※雨天中止 

      場 所 ： 三鷹市農業公園 （東八道路沿い、三鷹緑化センター横） 
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★ 後援会新規ご入会・ご更新ありがとうございました ★ 

 

２００７年度分 １２/１３～３/３１分  

個人１０名の方からご入会・ご更新をいただきました。 

ありがとうございました。 

 ２００８年度 ４/１～４/３０分 

個人５６名の方からご入会・ご更新をいただきました。 

ありがとうございました。 

 

★後援会へご寄付ありがとうございました。（敬称略） 

個人１名、法人１社より、ご寄付をいただきました。 

ご寄付は大切に使わせていただきます。ありがとうございました。 

★ 後援会経由 法人へご寄付ありがとうございました。（敬称略） 

個人３名、ご寄付をいただきました。 

ご寄付は大切に使わせていただきます。ありがとうございました。 

後援会の寄付と法人寄付について 

例年多くの皆様から「はばたけだより」に同封している払込用紙（料金加入者負担）によって、

おおぞら会の会費を頂いております。 

ご存知のことと存じますが、この会費は一旦社会福祉法人とは別組織の後援会への収入となり、

皆様の会費を合わせて一定時期に法人への寄付とさせて頂いております。後援会は税法上の控除 

はありませんが、社会福祉法人おおぞら会へのご寄付を戴くと１万円を超える部分が税法上の 

寄付金控除の対象となります。従って払込用紙を使ってご送金くださった金額でも、法人の領収 

書を必要とされる方は払込用紙通信欄にその旨ご記入下さい。後日法人より寄付金申込書用紙を 

お送りいたします。 

お手数でもこの寄付金申込書に捺印されご送金くださると、法人から寄付金領収書をお届けい 

たします。この領収書が寄付金控除申告の際、添付資料となるものです。 

 
２００７年度の社会福祉法人おおぞら会の総会を開催します。今後の厳しい情勢に向かって一致 

団結していく総会にしようと各種企画を用意しています。会員の方はぜひご参加ください！ 

★ 日時 ５月２４日（土） 午後２時～５時 （お楽しみ懇親会も用意しています！）★
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活動日誌 1 月１日（火）～3 月 31 日（月）まで 

1 月  冬休み（～6 日） 3 月 5(水) 方針会議 

 7(月) 初詣、書初め  11(火) 家族懇談会 

 23(水) 施設見学（にじの里・ハーモニー）  12(水) 嘱託医検診 

  25(金) 節目を祝う会  15(土) 理事会・評議員会 

 26(土) 理事会・評議員会  18(火) 健康個別相談 

  28(月) 健康個別相談    

 30(水) 総括会議  職員会議 14(金)、28(金) 

      

 職員会議 18(金)    

      

      

2 月 8(金) ブロック交流祭    

 13(水) 方針会議    

 18(月) 来年度入所者説明会    

 25(月) 健康個別相談    

      

 職員会議 15(金)、29(金)    

      

 

◎来訪された方々（3 月 31 日現在） 

   TKC・櫻井様   ミュージックボランティア協会様   健康ｾﾝﾀｰ・笠原様   NHK 様 

   長谷川自動車様   府中養護学校様   府中朝日養護学校様 

つばさ訪問看護ステーション様   三鷹市役所様  ひだまり荘様  ノアノア様   

リンナイ様  （株）東京ライフサービス様  小川クリニック・小川様  飯島意匠・飯島様 

支援センターインみたか・滝様  松本様  内田様  浜中様  山口様  牧様   

 ◎実習生の方々（社会福祉援助技術実習・介護等体験・養護学校進路実習） 

   東京理科大学・山本様  

府中朝日養護学校・岡本様、浜中様、池田様、佐藤様    

 ◎ボランティアの方々～いつもありがとうございます！ 

   岡村様  及川様  鈴木様  後藤様  青木様  稲吉様   

 

 

････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

○訃報 

     利用者ご家族の小池友治さんが去る２月２５日 にご永眠されました 

はばたけや後援会の活動に参加していただき、利用者・職員に温かい言葉をかけてくださいました 

心よりご冥福をお祈りいたします 

                                               社会福祉法人おおぞら会 

 

   ○退職・・・はばたけにたくさんの思いを注ぎ、ていねいに利用者と向き合い、さまざまな活動を支え 

ていただきました。ありがとうございました。 

       

相馬 幸四郎（調理）     深澤 実希子（支援員）    伊丹 雄一（支援員） 
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   「はば

…伏せて

のいろい

それを心

考えて、

同じ日

黙って聞

時折ぼそ

今、村

ています

ので、ど

ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ    

 
 

 

   

 
  

 

 

   

 

 

 
 

 

 

     

     

社会福

ヘルパーさんの仕事って？ 
 障害のある方の外出や移動（コンサートや映画を見に行く、買い物に行く、公

園を散歩する、通院に出かける…etc ）でひとりでは難しいところをサポート

しながら付き添う“ガイドヘルパー”の仕事です。 
ガイドヘルパーをするには資格はいるの？ 
 ガイドヘルプをするには資格が要ります。 

ヘルパー1･2･3級、介護福祉士、知的ガイドへルパーなどの資格をすでにお持ち

の方は、すぐに登録できます 

 

資格をお持ちでない方は…ガイドヘルパー養成講座を受講すると資格がもらえます！ 

                   →武蔵野市では下記の日程で開催します！ 
  

ヘルパーさんの報酬は？ 
 1時間 １,０６０円 

（１時間以降３０分あたり５３

０円） 

交通費は規程により支給します。 
] 追悼･･･村井さんへ 

たけのみんなからエネルギーのこもった応

いた病気のことを皆に話し応援の手紙を届

ろな感情が廻って、自分自身で受け止める

配している周りの人にどこまでどう伝えた

迷っていたんだね、村井さん。 

に就職してから11年間、同じ職場で一緒

いてくれて、似てないものまねで笑わせて

っと励ましてくれて…ほんとにありがとう

井さんがいないことで、逆に自分が生きて

。時間のひとつひとつを大切にして、しっ

うか見守っていてくださいね。     

知的ガイド

         6 月 14 日

                  

祉法人おおぞら会  

知的障害児･者 視覚障害児･者 ガ
もっと詳しく知りたい！方は… 

 サポートネット･あすはまでご連絡ください！ 

武蔵野市 関前 2-5-14 (Tel/Fax)0422-36-5151 

   http://asuha.habatake.jp 
援がきて、なにか足りなかったものが埋まっていく感じがするよ」 

けたら、[力こぶ]と書いたメールをくれたね。想像もできないほど 

こともむずかしかったよね。 

らよいのかも、きっとずっと 

に仕事して、私の愚痴や文句も 

くれて、お酒飲んでふざけて、 

。感謝の気持ちでいっぱいです。 

いるということを痛感させられ 

かりと歩いていきたいと思う 

          （いとう）                   

発行 障害者団体定期刊行物協会

〒 157-0073 東 京 都 世 田 谷 区 砧

6-26-21 

企画・編集 ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨｾﾝﾀｰはばたけ 

編集責任者  三浦 明雄 

編集委員長  伊東 暁子 

 編集委員     卜部  禎生 

        中野 昭精 

頒

価

50

円

へルパー養成講座が開催されます！ 

～16 日（プラス 1 日実習） 

興味のある方は、『サポートネットあすは』まで！！

イドヘルパー派遣事業   サポートネット・あすは 
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